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　　　充電は双方向







　本日はバイトが休みの日なので、バイトをする前と同じように自宅のリビングで課題に取り組んで居たのだが、これまたいつもと同じように隣に座った真昼まひるがいつもと違う様子でこちらを見ていた。

　何か自分におかしいところがあるのかと思ったが、先程鏡を見た時は別になんの変哲もない自分が写っていたし、特に真昼に何かした覚えもない。視線の意味が分からなかった。

「何？　じっとこっちを見つめて」

「い、いえ、何でもないです」

　そう言いつつも何故だがちらちらこちらを見ている真昼に、周あまねとしては首を傾げるしかない。視線の質的には周が何かした事によるものではないとは思うのだが、もの言いたげな視線であるのも事実だ。

「言いたい事があるなら遠慮なく言ってくれていいんだぞ？」

「あー、いえ、その、言いたい事がある、というよりは自分の中でどうしようかと悩んでいる事があって、考えていただけで」

「俺でいいなら相談に乗るぞ？　ずっと一人で抱えているより他人に話した事がいい時があるし。勿論話したくないなら聞かないが」

　どうやら真昼には悩み事があったらしくそれを相談するか悩んでいたらしい。それならこちらを気にしていたのも納得なので得心がいったとばかりに頷いて、それから自分で良ければと真昼を見つめる。

「い、いや深刻な悩みとかじゃなくて、その……どう言ったらいいのか」

「うん」

「……その、ですね。あ、周くんに、とても、触りたいというか」

「……はい？」

　一瞬何を言われたのか分からずに素っ頓狂な声が出てしまったのだが、口に出した後の真昼の慌てっぷりは尋常ではなく、顔を真っ赤にして手をブンブンと横に振って必死に「違うんですそういうのじゃなくて！」と涙目で主張している。

「へ、変な意味じゃなくてですね⁉　その、最近バイトであんまり触れ合える時間がないから、えっと、周くんが足りないというか……周くん、と、もっと、近くで過ごしたいというか」

「何だ、そういう事ならもっと早くに言ってくれたらよかったのに」

「だ、だって、お休みの日も限られていますし……疲れているでしょうに、私ばかりに構わせるのは、悪いじゃないですか。赤澤あかざわさんとか門脇かどわきさんと遊びたいとか休みたいとか自分のやる事やりたいとかあるでしょうし、我儘わがままを言うのもよくないと思って」

　どうやらバイトで疲れていないか、他にやる事があるのではないか、したい事があるのではないか、とあれこれ考えて遠慮していたらしい。そのいじらしさについ笑みが出てしまうものの、次の瞬間にはほんのりとした呆れも浮かんでいた。

「それが我儘になる訳ないだろ。あのなあ、そういうのは我儘じゃなくて甘えだと思うし、それを我儘のくくりに入れて自分を抑圧しちゃ駄目だろう。俺が拒否した訳じゃないんだから、とりあえず話してみるだけみたらいい。自分で自分の選択肢を狭めちゃ駄目」

　我慢して辛くなるくらいなら先に言ってほしいし、その精一杯の甘えを我儘だと断じるような男になった覚えはない。

「それにもし仮に断ったとしても、それは今忙しいから駄目であって、用事済ませたらウェルカムだからな？　お互いに時間を合わせて触れ合えばいいだけだから、自分で頭ごなしに否定しちゃ駄目」

「……はい」

「という訳で、おいで」

　普段は素直な癖に甘える時に遠慮が出てしまう事もある可愛い彼女に向かって腕を広げると、今度は真昼が「え」と素っ頓狂な声を上げていた。

「触れ合いたかったんじゃないのか？」

「で、でも、周くん今課題やってましたし、他にも」

「課題の締切はまだだし、それより真昼の心を満たす方が優先順位高い。あと」

「あと？」

「俺も充電したい」

　何も、真昼だけが寂しいと思っていた訳ではない。慣れないバイトに神経を少なからずすり減らしている周にとっても、真昼との触れ合いは癒やしの時間だし必要不可欠なのだ。

　素直に口にした周に、真昼は少しだけ視線を泳がせてから「……はい」と照れたように頬を赤らめて、周の胸に吸い込まれるように体を預けた。
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